
テーマ 遊びによる子どもの育成

区市町村 渋谷区

児童館名 児童青少年センター　フレンズ本町

活動名 秋休みスペシャルイベント　2020東京オリンピック正式競技を体験しよう!!

目的

児童館に来る子どもたちに、オリンピック新種目のトップ選手のパフォーマ

ンスを見たり遊び感覚で楽しんでもらうことで、東京オリンピックをより身

近に感じてもらう。東京2020イベントとして開催。

主な対象 幼児～高校生とその保護者

活動の経緯

実践内容

●活動の経緯

2020東京オリンピックをより身近に感じてほしいと関連イベントを企画。児

童館にボルダリング場やスケート場があることから、オリンピック新種目で

あるスポーツクライミングとスケートボードでの体験イベントを決定。

●実践内容

実施日：令和元年10月14日（体育の日）

～申込制プログラム～

〇各体験時間内に、プロクライマー・ボーダーによるデモンストレーションあ

り。

※観覧自由。混雑時は制限あり。

【スポーツクライミング（リード）】B1Fエントランス

【スポーツクライミング（ボルダリング）】B2F（アリーナ内）ボルダリング

場

 〇講師：平山ユージ（所属 株式会社Base Camp）

【スケートボード体験教室】雨天につきB2Fアリーナ

 〇講師：東京都ローラースポーツ連盟（強化指定選手含む）

～自由参加プログラム～（当日受付・定員なし。混雑時は制限あり）

＜リード・クライミング＞B1エントランス

　（BaseCampスタッフによるサポートあり）

＜ボルダリング＞B2F（アリーナ内）ボルダリングエリア

　（BaseCampスタッフによるサポートあり）

＜スケートボード＞

　（東京都ローラースポーツ連盟スタッフによるサポートあり）

●特記事項

　スポーツクライミングのイベント参加者への保険加入をどうするかが課題

であったが、渋谷区の取り組みであるS-SAP（シブヤ・ソーシャル・アク

ション・パートナー）協定を活用することで解決。

　S-SAP協定を締結している(株)ゴールドウィン（平山ユージさんのサポート

もしている）が子どもたちのためにとイベント保険を負担してくれた。さらに

は参加者（小学生以下）にTシャツ（THE　NORTH　FACE）のプレゼント

も。
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効果や課題

参加者の声

「あんなに高いところまで登れて楽しかった」

「ずっとやってみたかったスケートボードが楽しかった」

「先生たちがすごく上手！」

「サンタさんにスケボーをお願いする！」

「オリンピック絶対見る！応援する！」

「ホントにすごい選手（スケボー）なんですよ！よく呼べましたね！」

「スケボーはこういう機会、場所がなかなかないのでとても良かったで

す！」

課題

スケボーを楽しめる場所は都内でも限られている現状があるため、来館してい

るスケボーをしている中学生たちと協議し、ローラースケート場でのスケ

ボー専用タイムを可能な範囲で提供していく。



児童館のプロフィール

児童館名 児童青少年センター　フレンズ本町

運営主体 公設民営（株式会社渋谷サービス公社）

所在地・電話番号 渋谷区本町6-6-2　　/　　03-3377-5160

開館日・時間・休館日

（開館日）火曜日～日曜日10:00～20:00（小学生以下は18:00以降は保護者同伴）

（休館日）月曜日（祝日の場合は開館、翌平日が休館）、第3日曜日、年末年始（12/29～

1/3）


